日々の自己評価（病棟）
　　　学籍番号　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	
	評価項目
	　日
	　日
	　日
	日
	　日
	日
	備考

	実習態度
	①　自己管理（生活習慣・健康管理・必要な報告などの手続き）ができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	②　挨拶、身だしなみ、言動（特に個人情報の保護）に気遣うことができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	③　グループメンバーと協議・協力関係を保ち共に学ぶことができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	④　適時、指導者やスタッフに報告、連絡、相談し、コミュニケーションがとれる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤　小児や家族の思いを汲み、コミュニケーションをとろうと努力することができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑥　小児や家族に関心を持ち、看護の気付き、喜びが見いだせる
	
	
	
	
	
	
	

	小児の特徴
	⑦　小児の成長・発達など、小児看護の特殊性への視点がもてる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑧　小児の成長・発達やADL、疾患を考慮して、清潔で安全な床上環境が整えられる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑨　病室および、トイレ・食堂・プレールーム・廊下等の安全・事故防止が考えられる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑩　病室・食堂・プレールーム等で、受け持児と家族だけでなく、他の患児や家族への配慮ができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑪　小児のとっての遊びや学習の意味を考えることができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑫　院内他部門・他機関との連携への視点が持てる（リハビリ、検査、学校、訪問学習、市町村など）
	
	
	
	
	
	
	

	実習計画と実施
	⑬　実習目的とスケジュールに沿い、児を考慮して実習目標が設定できる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑭実習目標・受け持ち児の病状・生活時間に沿い、根拠に基づき行動計画を立て、助言を得ることができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑮　目標・行動計画を意識しながら行動し、決められた時間・必要時に専門用語を用いて報告ができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑯　当日の実習目標と行動計画を意識しながら、一日を振り返り、毎日の記録を整理し、提出ができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑰　ケアに必要な知識、看護技術の原理・原則が説明できる（事前学習）
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑱　受け持ち児に関心をもち、自主的に治療・検査・ケアの見学ができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑲　ケアは、準備から後片付けまで、一貫して実施できる
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑳　適切な方法で情報を収集、アセスメントすることができる
	
	
	
	
	
	
	

	
	 eq \o\ac(○,21)　受け持ち児に必要なケアプランが立てられる
	
	
	
	
	
	
	

	
	 eq \o\ac(○,22)　本日の目標が達成できた
	
	
	
	
	
	
	


＊毎日の実習終了後、日々の記録を記入し実習の振り返りを行い、評価を記載する。記入後は每朝担当教員に提出する。　　　　　
A：大変良くできた　　　Bできた


C：助言を得てできた　　D：努力を要す








